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《年末、繁忙期 の事故防止》
・「急ぎ・あせり」の気持ちをおさえ･･･
・安全に運行できるスピードで 安全が最優先
・「運転」も、「作業」も、「手抜き」をせずに、基本ルールを守りましょう
・「飲酒運転」の根絶

○ 急ぎ・あせりは事故のもと
○ 「一時停止」は、確実に
○ 周囲の安全確認
○ 確実な荷締め

《スリップ事故に注意》
危険を予測し、あらかじめの減速をお願いします

路面凍結 スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午後２時半 横断歩道の小学生の男児
軽トラックにはねられ軽傷

軽トラック運転の会社員男性を現行犯逮捕
◇登下校時間は、最も危険な時間帯 スピード落として、細心の注意◇

２０２５／１１／２０（木） １１：１３
１９日午後２時半ごろ、静岡県で横断歩道を横断中の小学生男児（６）が軽トラックにはねられ、病院に搬送さ

れましたが右半身を打つ軽傷です。軽トラック運転の会社員の男性（５０）が現行犯逮捕されました。軽トラック
の男性が自ら１１０番通報していて、調べに対し容疑を認めているということです。

午後２時 大型トラックと正面衝突
軽乗用車の夫婦死亡
同乗の20代女性は意識回復

対面通行区間で軽乗用車が飛び出しか
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２５／１１／２０（木） １１：４５
１９日午後２時すぎ、大分県の東九州自動車道で、軽乗用車と大型トラックが正面衝突する事故があり、軽乗用

車に乗っていた夫婦２人が死亡しました。重体だった２０代女性は、その後意識が回復したということです。大型
トラックを運転していた男性会社員（４９）は左足の骨を折る重傷で、命に別状はないということです。現場は片
側１車線の対面通行区間で、道路中央にはラバー製のポールが設置されています。警察は軽乗用車が対向車線に
飛び出したとみて、事故の原因を調べています。

深夜12時半
横断中の男性が乗用車にはねられ死亡

国道のゆるやかな右カーブ
横断歩道のない場所

◇カーブの先に、道路を横断している歩行者がいる・・・かもしれない◇
◇夜間は、歩行者を見落としやすくなります◇

◇夜間、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／１１／１９（水） １９：４４
１９日深夜１２時半ごろ、沖縄県の国道を横断していた男性（３７）が乗用車にはねられ、頭を強く打つなどして心

肺停止の状態で病院に運ばれ、その後、死亡が確認されました。現場は国道の片側３車線のゆるやかな右カーブ
で、横断歩道はありません。警察は乗用車を運転していた２０代の男性から話を聞くなど調べています。


